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市
で
は
毎
年
、皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症関連事業（注）などの影響により、前年度に比べ、
歳入は588億9千万円の増、歳出は562億8千万円の増となりました。

（注）特別定額給付金支給事業［国民一人当たり10万円を給付した事業］や、
　　新型コロナウイルス感染症への防疫対策や経済対策等の事業

　歳入は、市税や基金繰入金などの自主財源が
5億5千万円の減、国庫支出金や県支出金などの
依存財源が594億4千万円の増となりました。

　歳出は、幼児や高齢者、生活保護者などへの 
福祉サービスが37億８千万円の増となり、特別
定額給付金支給事業（403億円）等の影響で、
税務・戸籍・広報・特別定額給付金などが445
億４千万円の増となりました。

一般会計

特別会計 企業会計

【歳入総額】 2,247億円 【歳出総額】 2,187億円

市
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※数字は端数処理をしており、数値に整合しない部分があります。

※数字は端数処理をしており、数値に整合しない部分があります。

※数字は端数処理をしており、数値に整合しない部分があります。
※決算額は税込。

（単位：億円） （単位：億円）

市に納めて
いただいた
税金541億円

（24.1%） 幼児や高齢者、
生活保護者などへの
福祉サービス
810億円（37.0%）

税務・戸籍・広報・特別定額
給付金など593億円（27.1%）

（うち特別定額給付金
支給事業分403億円）

市債の返済
172億円

（7.9%）

道路や公園などの
建設・修繕
167億円（7.6%）

学校教育や
生涯学習など
158億円（7.2%）

ごみ、し尿処理や
保健事業など
121億円（5.5%）

農林水産業費・
消防費・商工費など
166億円（7.7%）

県からの
支出金
183億円（8.1%）

分担金・負担金
12億円（0.6%）

繰入金・繰越金ほか
95億円（4.2%）

地方交付税
223億円

（9.9%）

国からの支出金854億円（38.0%）
（うち特別定額給付金
支給事業分403億円）

市債
182億円（8.1%）

諸収入
22億円（1.0%）

公共施設の使用料や
証明発行手数料など
17億円（0.8%）

自主
財源
30.7%依存

財源
69.3%

地方譲与税・
交付金118億円（5.2%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額

公営住宅建設資金 17.2 16.0

国民健康保険 414.6 413.3

後期高齢者医療 51.1 50.9

公園墓地 2.8 2.8

卸売市場 6.9 6.9

母子父子寡婦福祉
資金 0.5 0.2

介護保険 356.0 349.6

公設合併処理浄化槽
事業 3.9 3.9

宅地造成事業 6.5 5.7

公債管理 193.7 193.7

合計 1,053.1 1,043.0

会計名 歳入決算額 歳出決算額

水道事業 136.3 134.4

工業用水道事業 0.4 0.4

公共下水道事業 208.8 205.4

農業集落排水事業 10.7 10.5

田野病院事業 11.3 11.3

合計 367.5 361.9

国民健康保険や介護保険など、特定収入（保険料など）を
財源とする会計

上下水道や病院など、民間企業のように事業の収入で 
費用を賄う会計

特別会計

企業会計

決
算
概
要
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最
近
、山
林
が
伐
採
さ
れ
放
置
さ
れ
て

い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
危
惧
し
、森
づ
く
り
の
市
民

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
の
が
岡
み
の

り
さ
ん
で
す
。
岡
さ
ん
は
、６
年
前
に
養

蜂
業
を
営
む
夫
と
共
に
、イ
タ
リ
ア
か
ら

宮
崎
に
移
住
。
冬
で
も
温
暖
な
気
候
と

養
蜂
が
で
き
る
自
然
、サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽

し
め
る
環
境
が
気
に
入
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
移
住
し
て
２
年
ほ
ど
経
っ

た
こ
ろ
、
周
囲
の
山
林
が
伐
採
さ
れ
る

の
を
目
に
し
ま
す
。
同
時
に
、再
造
林
し

よ
う
と
い
う
山
主
が
減
っ
て
い
る
現
状

も
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、林
業
以
外
で

山
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
、「
蜜
源
と
な
る
森
づ
く
り
」
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。「
養
蜂
業
を
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、昆
虫
が
住
み
や
す
く
人
に
も
優

し
い
、四
季
折
々
の
花
が
咲
く
森
づ
く
り

を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
賛
同
す
る
山

主
さ
ん
と
も
出
会
い
、活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
」と
岡
さ
ん
。
３
年
前
か
ら
加
江
田

ミ
ツ
バ
チ
の
目
線
で
考
え
た

昆
虫
も
人
も
活
き
る
森
づ
く
り

地
区
の
伐
採
跡
地
で
植
樹
を
実
施
、参
加

者
に
は
宮
崎
大
学
農
学
部
の
学
生
や
小

学
生
の
親
子
も
い
て
、良
い
学
び
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
山
に
実
際

に
入
る
こ
と
で
、森
が
何
を
守
っ
て
い
る

か
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ

と
。「
こ
の
山
の
植
林
は
も
う
じ
き
終
わ

り
、下
草
刈
り
な
ど
の
手
入
れ
を
進
め
ま

す
。
苗
が
育
っ
て
花
が
つ
き
、蜜
源
の
森

に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
ミ
ツ
バ
チ
学
習
な
ど
も

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
」と
静
か
に
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東京都出身。2015年にイタリアから移住。養蜂業を夫と営む傍ら、3年前に「木花・加江田みつばちの森づくり」を立ち上げ、森づくり活動を
始める。昨年から宮崎大学大学院地域資源創成学部に入学、現在研究科修士課程2年生。PROFILE

「来年１月22日に『地域の森づくりを考える講座』を宮崎大学で開催。12月１日から受講者の申し込みを開始します」
と岡さん。

これまで３年間で延べ87人が参加。合計31
種2,000本の苗木を植樹している。

岡お
か 

み
の
り 

さ
ん

木
花
・
加
江
田

み
つ
ば
ち
の
森
づ
く
り
代
表
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